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日 時：2016 年 8 月 8 日 16:15～17:00 

場 所：WRC（アクラ） 

出席者：Dr. Bob Alfa（WRC 研究員） 

 

WRC について： 

・ ガーナの水源管理において、政策、制度面でガーナ政府のアドバイザーとしての役割をもつ。

WRC は WRI をサポートする立場。 

・ プロジェクト開始から 2015年までは、オブザーバーとしてプロジェクトにかかわっていたが、

2015 年より C/P として参加。 

・ プロジェクトの成果として構築されたモデルは、ガーナにこれまでにないモデルであるため、

適合するデータの入手が困難であることや、その成果を簡単に活用できないことが多かった。

そのため、WRC と WRI が協力することで、ガーナで使われているモデルをプロジェクトに提

供し、洪水予想モデルの最適化に取り組んでいる。 

プロジェクトについて： 

・ プロジェクトの妥当性は高く、ガーナ政府の方針と一致している。ただし、プロジェクトの実

施においては、データの収集が課題。 

・ ガーナモデルの定義は十分に有用であるが、現時点ではガーナモデルを構成する各コンポーネ

ントの達成状況に差があり、これらを統合することが課題である。達成が遅れているコンポー

ネントには更に時間を与える必要があるのではないか。 

・ 持続性の課題として、プロジェクト終了後の予算確保が挙げられる。プロジェクトの活動を日

常業務に組み込むことができれば、安定的な継続が可能かもしれない。また、G-Met の気象予

測の精度は十分である。空港運営会社から資金を獲得する道も考えられる。 

・ あまりお金のかからない手段でのデータ入手ができれば、持続性の向上につながるのではない

か。WRC も、データ入手の費用を考慮したうえで、活動を実施している。 

技術移転について： 

・ Bob Alfa 氏が参加した本邦研修（流量データ解析）は、ガーナにとって新しい技術であり、非

常に有用であった。ただし、新しい技術を学ぶのに 1 カ月間は少ない。 

・ プロジェクトはガーナ側の若い研究者の育成に貢献し得る。これは、将来的な研究の継続にも

プラス要素である。 

・ 日本側の専門家とのコミュニケーションに問題はない。基本的には WRC のアドバイザーとし

て、WRI を通じて連絡を取るが、必要に応じて直接日本人専門家とのやり取りを行っている。 

・ 関係省庁とのコミュニケーションについては、関連する機関（G-Met、WRI 等）との連携につ

いて問題はない。 

今後の課題： 

・ プロジェクトの終了までには、すべての成果を最低でも 90％以上達成し、その結果（Harvest）

を関係者に広く適切に伝えることが、ガーナモデルの普及につながる。 

・ プロジェクトの成果を、適切な相手（政策決定者、予算配布に影響力のある人など）に伝える

必要がある。 

 

２．面談録 
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日 時：8 月 9 日 09:00～9:40 

場 所：UNU-INRA（アクラ） 

出席者：エリアス・アユク（UNU-INRA 所長） 

 

・ 研究成果 3 では、社会経済的なアプローチに主眼を置いて活動を実施している。適切な人材を

適切な活動に配置できるように考慮した。 

・ 成果 3 の特に重要な収穫は、多くの重要な論文が出版されたことである。 

・ 日本側、ガーナ側の連携について問題はみられない。サイトセレクションの際には 3 つの研究

チームが議論をしながら、選定プロセスを進めてきた。このような連携はとても重要であった

と考える。 

・ 日本側、ガーナ側双方のコミュニケーションに特に問題はみられず、ガーナ側研究者間での情

報共有も、完ぺきではないとはいえ、十分に行われてきた。 

・ ガーナモデルの普及については、Key となる関係機関の巻き込みが必要である。また、JCC の

機会を利用した、政策決定者への働きかけも重要であり、それに取り組んできた。仮に、ガー

ナモデルがプロジェクト終了までに政策に組み込まれることがなくとも、ガーナ関係者の意識

の向上につながる。 

・ UNU-INRA ではプロジェクトが供与した GIS ソフトウェア、GPS を活用し、GIS ラボを運営。

年に 4 回程度、GIS の能力強化コースを提供している。これらの活動は、今後も継続される予

定である。GIS コースには外部からの参加者も多い。 

・ ガーナモデルを政策に取り込むことは決して容易ではない。ガーナ側のオーナーシップと、明

確なビジョンが必要である。 

・ 成果 2 の持続性については、G-Met の予算確保が課題ではあるが、USAID のプロジェクトと連

携するなどの解決法も考えられる。（→他ドナーの資金についても、財務省を経由して G-Met

に配布されるため、財務省の決定によるところが大きい） 

・ プロジェクト目標については、プロジェクト終了後までに 80％程度は達成されるであろうと予

想。現在、プロジェクトは発表された論文の成果をまとめる段階にある。 

 

日 時：8 月 9 日 10:15～10:35、16:20～17:00 

場 所：G-Met（アクラ） 

出席者：Gp. Capt. Stephen Y. Komla、Mr. Ayilari-Naa Juati（ディレクター） 

 

・ 4 名が WRF のトレーニングを受けており、能力強化が行われた。研修を受けた予報官はその

知識を同僚にシェアしており、効果はとても高かった。 

・ WRI、WRC、UG との連携も十分に取れている。 

・ AWS の情報は信頼性も高く、プロジェクトによる重要な投入であった。WB の設置した AWS

とあわせ、ボルタ流域のサーバーを導入している。ただし、メンテナンスに課題が残る。現時

点では予算確保が困難な状態にある。 

・ 通信料については、大した金額ではない（約 10 セディ/月/1 台）程度。それでも、財務省から

配布された予算が少ないため、常に予算不足。他ドナー（WB、GIZ、USAID 等）からの資金

獲得についても、これらの資金は財務省を通さなければならないので、難しい。 



 

－82－ 

・ プロジェクトにより移転された技術はとても重要であるので、プロジェクト終了後にも通常業

務内で活用、発展させていきたい。北部でのデータについても、精度が高まっているため、NGO

等からのニーズも高い。 

・ 課題は予算であるが、その予算も改善される希望はある。現在 G-Met は空港会社から、飛行機

の発着料金の 10％、5 ドル/1 人の空港使用料をもらっている（Parliament ACT 682 に基づく）。

航空会社は 2 社に分かれており、A 社 40％、B 社 60％の発着料金の分配があるが、G-Met がも

らえるのは A 社の 10％となっている。これはガーナの Act で決まっているが、B 社の 10％も、

G-Met に入るように法令の改定を議会で検討中。2016 年末の選挙前には決着がつく見込み。そ

の場合、2006 年からさかのぼって、差額が支払われるが、金額は 300 万ドルを超える見込み。

これが解決されれば、予算確保が改善される。また、その場合、プロジェクトの支援の成果は

とても重要であると認識しているため、優先的に予算の配布を行う予定。 

・ AWS、雨量計のデータは信頼性が高く、手間がかからないため重要であると認識している。頻

繁に設置場所に行って確認することはできないが、セキュリティ面でもフェンスを設置するな

どして対応している。定期的なメンテナンスや、交換部品の調達はバイサラ社が行う。 

・ 現在 2 カ所でバッテリーが切れているという報告がある。タマレ、コマシの技術者が修理対応

をする。 

・ AWS のデータは、現地の NGO の関心も高く、WB のボルタ流域洪水リスクマップの作成にも

貢献している。 

・ プロジェクトの支援で取り組んでいる WRF モデルも、とても重要。先日、近隣国との国際会

議の際にも、他国からの WRF への興味が高かった。 

 

日 時：8 月 8 日 11:20～12:30 

場 所：WRI（アクラ） 

出席者：K.Kankam-Yeboah（チーフサイエンティスト）、 Frank Teye OBLIM、Fred Yaw LOGAH（研

究員） 

 

・ WRI は、水資源管理の研究機関として、成果 2 の水関係を担当。プロジェクトの研究に必要な

過去の水文データを提供。 

・ 2 名が本邦研修に参加し、その成果を他の職員に伝えている。研修後のモチベーションもかな

り高く、積極的に業務に活用している。供与された、トータルステーション、ビデオカメラを

使った、新しい流量測定の技術は、とても有効である。今後更に学んでいきたい。供与された

機材のメンテナンス業者は国内にいるため、維持管理も問題がない。 

・ 本邦研修の期間は適切であったが、もっとほかのことも学べる機会があれば更によい。 

・ WRC、UDS、G-Met との連携は十分に取れていると考える。他の成果のとの連携は必要に応じ

て。 

・ 2015 年からの参加であり、直接的な C/P ではないため、CECAR の資金を使えないことが残念。 

・ プロジェクトで移転された技術は少ない努力で最大限の成果を上げられる。 

・ プロジェクトの目的はガーナ政府の方針や SDG にも整合しており、妥当性は高い。 

・ CECAR フェーズ 2 など、日本の更なる支援に期待したい。 
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日 時：8 月 9 日 14:00～15:20 

場 所：UG（アクラ） 

出席者：Richmond Amtefe, Dina Adjei Mensah, Issac Botchey（研究員、昨年から追加）。Dr.K.Awere Gyeke

（lecturer） 

 

・ 日本人専門家とは、メールを通じた頻繁なやり取りでコミュニケーションをとっている。滞在

期間の短さはあるが、できる限り限られた時間を有効に使うようにしている。 

・ 研究員はそれぞれの分野で、プロジェクトを通じた知識の向上を感じている。UG 研究員の能

力向上に寄与している。 

・ プロジェクトはクロスカッティングなデザインになっており、プロジェクト開始当初より多く

の関係機関がかかわってきた。サイトセレクションについても、3 つの研究チームが議論をし

ながら進めてきたが、苦労の多いプロセスであった。 

・ 今後の課題は、各成果をどうハーモナイズさせていくかであろう。 

・ ガーナモデルは、他地域へも拡大されていくべきもの。そのためには、テストをする期間も必

要。実際に運用をして、テストをして改善をしていくプロセスを考えなければならない。 

・ ほかの機関との内部的なコミュニケーションはとれている。必要なデータがあれば、関係機関

から協力してもらう体制もある。また、JCC、WS、セミナー等の発表の機会を通じて、情報や

成果の共有も行われている。 

・ UG は CECAR に対して、非常にたくさんの貢献をしている。予算面で問題もあるが、東大関

係者がいない間に、研究のためにフィールドに行くこともあった。 

・ 本邦研修参加者は、帰国後に積極的にその知識を活用する努力をしている。 

・ プロジェクトの妥当性は非常に高く、コミュニティに対するインパクトも高い。また、若い研

究員の育成が進んだことは大きな価値がある。プロジェクト目標である統合的レジリエンス強

化戦略については、テストをする期間が必要。 

・ 武内先生をはじめ、日本の専門家に感謝をしている。 

 

日 時：8 月 10 日 15:00～16:20 

場 所：UDS（ワ） 

出席者：Fian Naah Ali Seidu（Planning officer, Wa west district office）、Nujeeb Adams（UDS 研究員）、

Joseph Kambunada(MoFA)、Dramani File(Head of Operation, NADMO)、Dr.Jonas Akurigu（Senior 

lecturer）、Mr. Godfred Jasaw 

 

・ CECAR は地域の課題であるレジリエンス強化に大きく貢献している。 

・ プロジェクトを通じて、地域の関係機関の協力関係が構築され、機能している。研究者の能力

向上についても大きな進展がみられた。また、WS を通じて、NADMO、MoFA といった関係

機関の能力向上もあった。コミュニティの意識向上もみられる。 

・ 気候変動に対して安定的に生産できる作物の提案は、農民にとって大きな裨益効果。 

・ 農民の技術の向上も進み、収入の多様化につながっている。 

・ 課題としては、本プロジェクトでカバーできたコミュニティの数が少ないこと。今後大規模に

展開していくためには、実施パートナーが必要。スケールアップのプロポーザルを作成したい。 
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・ 持続性については、KTCSR が大きな役割を果たす。プロジェクトで供与された機材を活用、

C/P との協力関係や能力強化のショートコースを提供し、プロジェクトの成果を維持していく

予定。UDS は KTCSR のスタッフ給与を負担。 

・ 日本、ガーナの専門家間のコミュニケーションは極めて良好。地域の関係者を含めた三方向の

コミュニケーションが十分な頻度で行われている。また、成果 3の研究者間の情報共有も良好、

ほかの成果との連携は、研究者間の個人ベースの情報共有ができている。 

・ 日本人専門家の滞在の前には細かい調整をしており、日本人専門家が来た際には、NADMO や

MoFA といった関係機関にも必ず顔を出す。 

・ 成果 3 の指標は、ほぼ達成済み。シアバター、オクラのマニュアルがプロジェクト終了までに

は完成予定。 

・ ガーナモデルについては、既に概念図が議論されており、プロジェクトの終了までには目標は

達成される見込み。政策への打ち込みについても、政府の有識者として政策決定にかかわるメ

ンバーがいるため、国家計画の策定に大きなインパクトが期待できる。 

・ 現地での活動においては、ガーナ側の政府職員への日当の支払いなどで、課題があった。フィ

ールドトリップに出る際の日当などの手当てが支払えないことが阻害要因。プロジェクト終了

後には、資金の確保が重要である。 

・ プロジェクト前半ではデータ収集に時間を要し、これまでの研究成果を実証するための十分な

時間が取れなかったことも問題点。 
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